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疲れ・眠気を感じたら、迷わず休憩！！
いの警察署　参 893－1234いの警察署からのお知らせ

爆弾テロの未然防止にご協力を
　夏の厳しい暑さが続くこの時期は、暑さや睡眠不足、行楽
地などに向かう渋滞での疲労が重なり、過労運転や居眠り
運転による重大事故の発生が予想されます。
　運転中に疲れや眠気を感じたら、決して無理をせず、安全
な場所に車を止めて休憩しましょう。

ドライバーの助手として、
一緒に安全確認をしたり、
運転者の姿勢態度、あくび
やまばたきの多さなどを
観察し、休憩を取るように
すすめましょう。

○平成２３年７月、ノルウェーで発生した連続テロ事
件では、市販の化学物質から製造された爆発物が
犯行に使用されました。爆発物の原料となりうる
化学物質は、薬局、ホームセンターなどにおける
購入やインターネットを利用した購入が可能な
状況にあり、我が国においても、市販の化学物質
から爆発物を製造する事案が発生しています。

○警察では、爆弾テロの未然防止のため、販売事業
者に対して継続的に戸別訪問を行い、販売時にお
ける本人確認の徹底、盗難防止などの保管・管理
の強化、不審な購入者に関する情報の通報を要請
するなどしています。

◆体調に配慮し、無理のない運行計画を立て、ゆとりある運
転を心掛けましょう。
◆時々窓を開けて空気の入れ換えをしましょう。
◆飲み物やガムなどを上手に使いましょう。
◆渋滞中は十分に車間距離を保ち、前車に注意しましょう。
◆疲労の度合いが高くなる深夜から早朝にかけての運転時
は、速度を控え、慎重な運転を心掛けましょう。

安全運転のポイント

使途不明購入者、大量購入者、
少量であるが頻繁に購入する
者など「おかしいな」と感じた
ら、警察へ通報してください ! !

同乗者も安全運転に
ご協力をお願いします

～いの町地域雇用創造協議会・地域雇用創造推進事業～

　５月２７日、伊野公民館で「防災モノづくり講座～紙を
生かして人に役立つモノづくり～」を開催しました。３月
に開催した講座に続く２回目です。　
　今回のテーマは、「前回の製品アイデアを絵に描き起
こしてみよう」。まず、前回の製品アイデアを、「これはぜ
ひ製品化してほしい」「このアイデアはどんなものだっ
たっけ？」と振り返って意見を交わす中で新たな製品ア
イデアも生まれました。
　次にいよいよ一人ひとりが“お気に入り”の製品アイ
デアを描き起こし、あわせて、利用シーンやどんな機能
を持たせたらよいかを考え、アイデアシートにまとめま
した。自由に表現していただいたアイデアシートはそれ
ぞれ違っていて、どれも魅力的 ！　避難所でのトイレ問
題に着目した案や、日常生活でも使え避難時に役立つ
携帯バッグ、ストレスの多い被災後の暮らしに寛ぎを与
えるものなどが提案されました。初参加の社会人の方
や高知大学生も楽しみながらアイデアを出し合い、いの
町の紙を活かした防災について考えてくださいました。
　文字で表すだけだった製品アイデアが絵になったこ
とで、受講者同士が互いに具体的なイメージをつかみ
やすくなったようです。次のステップでは、スケッチを
立体化させるのが目標です。
　次回は６月下旬又は７月初旬に開催予定です。実際に
被災し、避難所生活を経験された方をゲストにお招きし
て、講座のなかで生まれた製品アイデアを評価してい
ただく予定です。

アイデアぞくぞく！「防災モノづくり講座」

アイデアシート

講座の様子

いの町地域雇用創造協議会（会長　いの町長）
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